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 また、「第２種共済特別会計」関連の案件については、東南海地震に対する備えと 2 種共済の充実度

が不透明であることから反対いたしました。 

 教区改編に伴う京都教区発足に関する案件も可決されましたが、各教区の慣例の違いや規模の変化へ

の対応について、今後の教区、組の改変に伴い注視していきたいと思います。 

 

●新会派「僧伽」代表質問 ※『真宗』９月号を参照してください。 
 

（質問事項）⓵能登震災 ②是旃陀羅問題 ③男女平等参画 ④ハラスメント 
 

・教団のハラスメント体質を問い、相談窓口「ハラスメント防止委員会」の機能性の向上と職場環境の

改善を求めました。 

・部属（会派）として女性３割以上を目指すことを宣言しました。 

 

●新会派「僧伽」一般質問 浜口・中川（各 10 分） ※詳細は『真宗』9 月号に掲載予定です。 
 

（中川の質問事項）①能登半島地震被災地への議員視察の呼びかけ  

②男女平等参画・基本法施行について 
 

 

              
 

 

 

 

 

 

●特別委員会(条例案件)質問 中川（6 分）非公開 
 

（中川の質問事項） ①行革本部の男女比について ②たかくらこども園の展望 
 

 

 
① 聖護院別邸跡地 ②旧了徳寺  

常会後の６月13日に能登へ行ってきました！  

 

屋根だけで済んだのは柱の束石のコンクリート補強と壁にはすか

いを入れたためでした（住職はご存命）。簡単な補強でもいのちに

かかわる大事だとわかりました。 

 

復旧ではなく復興を目指す

名工大開発のインスタント

ハウスがたくさん建ってい

ました。中で法事もできる広

さがあり、用途は幅広いとの

こと。 

宗派の資産運用・不動産活用について現地視察をしました！ 
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① 聖護院別邸跡地  
 

                                        
 

② 旧了徳寺 

                
 

     

 

 

●新会派「僧伽」懇談 ⓵同朋社会をめざす会、②参議会同朋議員団常任委員と懇談を行いま

した。 
 

 

●参議会同朋議員団の代表・一般質問を「僧伽」代表と傍聴しました！ 
 

【参議会の動き】参議会議員の改選によって、新人 18 名の内、女性 2 名が選出され、全体（65 名中）

では女性が 7 名になりました。  

新女性参議会議員の「1 週間宿泊できるのは息子や家族の理解があったから。今回初めてなので息子

が一緒に送って来てくれて心強かったです」との声を聞かせていただき、まだまだ女性が連泊で家を空

けるハードルは高いと感じました！ 

 

～常会を終えて～ 
 

★ 教区内で議会報告をさせていただきました！ 

７月 ２日 北勢会場・三重同朋会館及び zoom 開催（参議会議員と合同報告） 

７月 18 日 南勢会場・西光寺 

7 月 24 日 教区会（総会後お時間をいただきました。） 
 

★ 議会報告で提案させていただきました！ ―三重教区でできることは何か― 
 

（１）「非常事態に備え災害に強い宗門」（財務長演説）に向けて全教区災害備蓄の完了を目指し、現状

では 20 教区中 18 教区が達成しているとのことです。 

そこで、三重教区の備蓄備品リストを拝見させていただいたところ、【紙オムツ、生理用品、紙コップ

地元住民による景観を守る会から、

５階建てマンション計画を３階建て

にするよう要望されています。東山

が望めなくなるとのこと。 

小児がんなどの病児の保護者が 1

日千円からでゆっくり休める宿泊

施設としてドナルド・マクドナル

ド・ハウスが建設され、2026年秋

から開設予定。今回の提供部分では

ない本堂はまだしっかりしていま

した。また、鴨川に面した別館は提

供部分として取り壊されますが、新

施設から望める鴨川の素晴らしい

景観は心身ともに病児保護者の休

息を充実させてくれるものと期待

できます。 
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等々、ゴミ袋】が劣化廃棄物として扱われていることがもったいないと感じました。 

数年毎に入替し、別院行事への使用や各トイレへの設置などを考えてはどうでしょうか。 

 

     
 

（２）三重教区におけるハラスメント相談窓口について 

教区の寺院活性化支援室相談員他、相談員の育成等を検討することやハラスメント外部専門家との連

携について提案させていただきました。また、教務所通信に毎回、相談窓口の案内を小さく継続掲載す

るのはどうでしょうか。 
 

 

（３）女性の意見の反映について（多様な視点で） 

今年度の宗政調査会での挨拶で木越総長が触れられていた教区会と教化委員会が連携した組織体が

あれば、女性参画の比率向上と女性の意見反映の場が可能になるのではないでしょうか。 

 
 

★皆様からの頂戴したご意見を受けて！―今後への展望― 
 

＜「僧伽」でやるべきこと＞ 
 

第 2 種共済、ハラスメント、男女平等参画について、条例改正への動きを起こすべく部属（会派）を

超えて働きかけていきます。 
 

＜中川ができること＞ 
 

 南勢会場や教区会から、「高齢者には遠い場所からの移動が困難であるため特伝団参バスの門前発着

の手配について総務と京都市が連携できないか。また来たい、来てよかったとみんなが思える配慮こそ

同朋会運動の具体的取組に繋がっているのではないか」というご意見をいただきました。 
 

→さっそく、7 月 25 日に総務課へ要望してきました。今後も引き続き要望していきます。 

 

★最後に！ 
 

教区会質疑でこんな一声がありました！  

｢今日今この教区会でも・院議会でも女性はゼロ！」ここを何とかしていくべき！ 

組門徒会員の女性枠、全体人数だけ増えて効果なしで、会所寺院はキャパオーバーで組長奔走！ 

何か対策ないの？ 
 

→良案があれば教えてください！ その他ご意見を募集しております！ 

三重教区の備蓄について、劣化したものは廃棄して補充はない

とのことです。予算は教区予備費で賄っているそうです。 
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報告者 員弁組 圓光寺 員辨 依里子                      

去る 7 月 2 日（火）、宗参両議会の報告会が三重同朋会館 3 階講堂にて行われました。  

報告会は真宗宗歌の唱和に始まり、倶発の会代表の挨拶、中川和子宗議会議員と野﨑絋一参議会議員

よりそれぞれ議会について報告の後、質疑・ 意見交換の時間をとるという流れでした。    

Zoom 配信も行いましたので、会場以外に Zoom で 

参加いただいた方も数名おられました。 

質疑・意見交換の時間には、ご参加の方々から様々 

な発言をいただきました。  

質問としては、議会運営そのものの様子についてや 

議決に関するもの、「同朋社会をめざす会」と「僧伽」の違いは？といった会派に関するものもありまし

た。またハラスメント問題については Zoom でご参加いただいた方と会場参加の方、双方でやり取りさ

議 会 報 告 会 

 
 

≪ 議会傍聴記 ≫                     

三重組 盛願寺 加藤  淳 

昨年まで無所属であった中川議員は、今年４月に立ち上がった新会派「僧伽」に所属して、６月５

日の会派の一般質問では「議員のみんなで被災地視察に行きませんか」との提言から始められました。 

私は今回で６回目の議会傍聴となりましたが、傍聴をするのは、三重組の仲間が一般質問に立つか

ら見守ってあげたい、ということからであります。一般質問の内容は『真宗』誌面に掲載されるので

一読いただければと思います。 

私は普段から宗政に関心がある方ではないので、一般質問を聞いていても、内容が分からないこと

も多々ありますが、私ならどのような質問をするのだろうかとか、その質問にはどのように答えるの

だろうかと思いながら、傍聴席に座っています。 

私が住職に就任した時は能邨英士総長でありました。能邨総長については、「真宗大谷派なる宗門

とは、真宗同朋会運動を推進することをいのちとしている宗門である」（『真宗』１９９８年１０月号）

との言葉が耳に残っています。しかし、今回の議会では「同朋会運動」という言葉をあまり耳にしな

かったような印象があります。    

「同朋会運動」が始まってすでに６０年が過ぎましたが、この６０年で生活様式も一変し、時代の

流れなのか、儀式も簡素化される傾向にあるように思えます。三重教区では壮年特別伝道を柱に教化

事業が行われていますが、今一度「自分にとって真宗大谷派とは如何なる教団なのか」ということを

考えていきたいと思えるような議会傍聴でありました。 
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れるなど活発な意見交換もなされました。  

会場参加の方からは、この報告会そのものに対する次のようなご意見もいただきました。教区で選出

した議員なので報告会は教区が主催するべきではないか、また議会前に教区で意見交換を行い、議員は

教区の課題を持って議会に臨み、議会後に報告会を行うのが本来の流れではないかというご意見でした。

その他にもたくさん貴重なご意見を頂戴しました。  

 

 

 

 

 

    中川宗議会議員                    野﨑参議会議員 

引き続き日を改め、7 月 18 日（木）には会場を南勢 1 組西光寺さんの本堂にて宗議会の報告会を行

いました。梅雨明けのたいへん暑い中、中南勢の方々がお集まりくださいました。前回と同じように、

中川和子宗議会議員の報告後、質疑・意見 

交換がなされました。  

質問としては能登半島地震の情報発信に 

関するもの、また本山前の緑地帯に関する 

ものなど多々ありましたが、その質問から 

意見を述べ合ったり、さらに疑問が沸いて 

きたりと活発な意見交換の場となりました。ハラスメント問題についてはご自分と家族の関係で例を挙

げて説明してくださった方があり、一同大いに納得することができました。  

北勢・南勢会場ともに時間が足りないくらいでしたが、最後は恩徳讃を斉唱し閉会となりました。  

ご参加くださいました皆さまありがとうございました。貴重なご意見は、今後の活動に役立てて参り

たいと考えております。    （宗会（常会）の詳細については『真宗』の９月号に掲載されます。） 
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かかるかわかりませんが、100 歳になるまで頑張りますとご住職は力強くおっしゃいました。 

そこから輪島に向かって行く途中のバイパスは陥没・ひび割れ箇所も多く、これまでパンクや走行不

能になった車もあったと教えていただきました。下り車線のみ通行可能状態で、まだまだ全線開通は先

なのだろうと思いました。 

1 時間くらい車を走らせ輪島市内が近づくにつれ、どんどん被害の大き

さが見えてきました。 

テレビで観た光景が目の前にあり、あの日のまま時が止まってしまった

のだろうかと錯覚するほどでした。輪島の朝市があった場所には、車種も

わからないくらいに燃えてしまった車が駐車場にそのまま置かれていま

した。ブルーシートで養生するのでは間に合わないほどの被害を目の当た

りにしました。朝市でにぎわっていた街も

倒壊危険と書かれた紙があちらこちらに

貼られていて、復旧作業の重機も見かけ

ず、人の姿はなく、ひっそりしていました。

朝市の真ん前のお寺の本堂の前卓には打

敷きがかけられており、きちんと荘厳をし

てお正月を迎えられたのだと思いました。本堂も庫裏も全壊でした。しばらく呆然と立っていると猫が

どこからか現れて、お寺を横切って去っていきました。ひとけのない街でたくましく生きている命があ

ると思いました。 

その後、近くのお寺にも寄らせていただきました。そのお寺は耐震工事をされたので、本堂の壁と 4

本の柱は立っていましたが、屋根は崩れ落ち、瓦礫が散らばっていました。そのお寺の本堂もお正月の

荘厳のままの状態でした。庫裏は全壊していました。保育園を経営しておられ、ちょうどお迎えの時間

と重なり、園児たちは元気な声で「さようなら」と挨拶をしてくれました。つぶれたままの本堂を毎日

子どもたちが見て怖がりませんか?と尋ねたところ、初めは怖がりました

が、日常になってしまいました、と言われました。子どもたちもたくまし

く生きていって欲しいと願います。 

 今後のことや取り組んでいること、取り組まなければいけないこと、そ

の時々に状況が変化することへの対応などをお聞きしながら、パイパスが

使えず七尾湾沿いの道を渋滞に巻き込まれながら能登教務所に戻ってき

ました。ぜひ熱を伝えに来てください。まだ仮設住宅にも入居出来ない人

もおられるし水道もようやく整ったばかり、能登は復興ではなくいまだ復旧途中ですと言われました。

寺院再開が先かご門徒さんの帰ってこられることが先か、問題が山積しています。 
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 実際に能登を訪れた後に新聞やテレビで能登のことにふれると、三重県で不自由なく生活している私

にできることは何かと考えずにはおられません。私の熱が、あなたの熱が伝わることを願います。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

                             

                      南勢２組 慶法寺 藤井 基和 
 

 

私はなってからまだ 1年半のいわば新米住職です。 

 とは言っても、それまでも寺で僧侶としての仕事をしておりましたので、立場が変わるだけで特

別何かが変わるとは思っていませんでした。 

 自分は住職ではないけれども、住職たる責任をもってお寺の仕事をしているつもりでした。 

 ところがです。それは住職になった途端その思いが大きく崩れはじめました。 

私がそれまで持っていた（と思われた）責任というのは、責任ではありませんでした。責任という

ことが何たるかもわからず、責任を感じているふりをして、ただ法務をこなしていただけでした。 

 以前は寺のことで面倒な問題が起きた時、「それは住職にお尋ねください」とか「住職と相談して

からお伝えします」と答えていたものですが、今はそれが通用しません。寺に起こる面倒で困難な

問題は全て住職の判断を仰ぎ、私はその判断を肯定したり、時に不満に思ったりしていただけだっ

たのでした。その大事な判断を今度は私が次から次へとしなければならないのです。 

 寺の法務、本堂の儀式荘厳、門徒さんとの教化活動、寺の運営等々その全てに責任がかかってき

ます。それを日々なんとかこなしているうちに気がつけば 1年半経ったという感じです。 

 正直自坊のことに手いっぱいで、宗門のことまでとても頭が回りません。もちろん、宗門なんか

どうでもいいと思っているのではありません。私たちが寺をやっていく根底がそこにあるのですか

ら。 

 なので、自信をもって任せられる人に私たちの代表としてしっかりと宗政に携わってもらいたい

です。 

 その任せられる人間として中川和子さんは大変ふさわしい方だと私は思います。 

 中川さんが議員になられてから、教区の女性も宗門のこと教区のことに関心をもち、積極的に関

わりを持ってくださるようになりました。これはやはり中川さんの持つ人間性によるところが大き

いと思います。そういう中川さんには、女性の声も、そして男性の声も隔てなく聞いていただき、

教区の声として宗政にあげていっていただきたいです。 

 そして、また三重教区の宗議会議員はたったひとりの教区の代表でもあるので、宗門で今起こっ

ていること、どういう方向へ行きそうになっているかなどを中川さんの洞察や中川さんが培った人

脈からの意見や情報などを精査して、教区の私たちにお伝えいただけたらと願っています。 
 

中川議員へ YELL！ 
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２０２４年度 
 

倶 発 の 会 総 会 の ご 案 内 
 

    

◎日  時  10月 1０日（木）午後１時より 
 

◎会  場  三重同朋会館 3階講堂 
 

◎内  容  2023年度事業・会計報告、2024年度事業・予算（案）他 
 

 

◎第 72回参議会報告（野﨑紘一参議会議員） 
 

 

※ 皆様のご参加をお待ちしております。 

 

                                

◎ 総会終了後に≪2024年能登半島地震被災地支援チャリティー映画会≫を 

開催します。 

 

★映  画 「人生フルーツ」 
 

       ★開  演  午後２時 30分 
 

       ★入場料  500円以上 
 

（全て被災地に寄付いたします。） 
 

※ 詳細は別紙チラシをご覧ください。 

≪活動報告（2024年５月～７月）≫ 

 

＜中川和子宗議会議員＞ ５月 29日       会派総会 宗務所 

                   ５月 30日～６月 11日 宗議会招集 宗務所 

６月 ６日              中川一般質問 

６月 13日       能登視察 

６月 20日       無我の会参加 

            ７月 ２日       議会報告会（北勢）三重同朋会館３階 

            ７月１６日       中央門徒戸数調査委員会 宗務所 

７月 18日       議会報告会（南勢）西光寺 

７月 24日        教区会総会（議会報告）三重同朋会館 

                            懇親会参加 

７月 25日             同朋社会推進委員会 宗務所 

 

＜倶発の会＞      ５月 21日       「たより」7号発送作業 盛願寺 

 

＜有志活動＞      ６月 28日            『真宗児童聖典』輪読会 盛願寺  

 


